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研究成果の概要（和文）： 江戸時代までに作られた能狂言面の調査を行ない、東京国立博物館所蔵の金春家伝
来能狂言面についてはⅩ線ＣＴ調査を実施した。社寺あるいは美術館所蔵の収蔵面に金春家の名物面の写しがあ
り、比較検討することにより、制作年代、作者、写しの関係性などについて成果があがった。
 室町時代に作られた古面は面裏の彫り、樹種（クスノキ、キリなど）、木取り（木心を込める、節がある）な
どに特色の見られることがわかった。

研究成果の概要（英文）：This study conducted research on Noh and Kyogen masks from before the Edo 
period, with X-ray CT images taken for Noh and Kyogen masks formerly kept by the Konparu troupe and 
now in the Tokyo National Museum collection. Comparative studies between copies of important Konparu
 masks preserved at shrines, temples, and museums led to outcomes revealing dates, makers, and 
relationships between copies.
    As a result, it was ascertained that ancient examples from the Muromachi period had certain 
characteristics ; their carvings on the back side, the type of wood (camphor, paulownia, etc.), and 
how the material was taken from the timber, such as whether the core or knots were included.

研究分野： 日本彫刻史
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１． 研究開始当初の背景 
日本には現在まで多くの能狂言面が伝来し
ているにも関わらず、能狂言面や面打の全
体像を把握できていない。その理由として
三点が挙げられる。 
（１）面に信頼に足る情報の記されること
が少ないこと。特に室町時代の面には銘記
のあるものが極めて少なく、また、作家に
ついても記録がほとんどない。わずかな伝
承が手掛かりではあるが、美術史研究にお
いて制作年代や作家判定の決定的な材料と
はなりえない。 
（２）能狂言面独特の写しの文化が制作年
代の推定、作者の特定を困難にしている。
江戸時代にはもっぱら古く評価の高い優品
(古面)の写しが行なわれ、形だけでなく、
表面の彩色の傷、剥落、汚れまで徹底して
写すことが多い。珍重された面ほど写しが
多く、写す際、面裏の彫り、銘記や焼印（面
打の名前等を記すもの）に至るまで後世の
作家が写すことがあり、作者判定の材料と
して信頼できるものがない。そのため、制
作年代や作家の判定はもちろん、それら写
しの前後関係を確定することすら困難にな
っている。 
（３）彩色を補修している面が多い。補修
が全体に及び、当初の彩色がほとんど残ら
ない作品もある。彩色は作家の個性を見出
しやすい部分であるとともに、面そのもの
の作風を大きく左右する。彩色の補修が多
いことは時代や作家の特徴の把握を困難に
する。 
以上三点に加え、調査項目(内容)の不統

一も相俟って、客観的な判断材料は共有さ
れておらず、美術史的な視点から能狂言面
にアプローチする研究は進展しない状況が
続いている。 
 
２．研究の目的 
（１）制作年代を推定するための基準作例を

見出し、造形の変遷を辿る。名品が数多く作

られた南北朝から室町時代の能狂言面を彫

刻史上に位置付ける。 

（２）面打の個性を見出し、作家系統と影響

関係などを探る。 

（３）大名家の能狂言面コレクションの形成

について考察する。 
 
３．研究の方法 
（１） 採寸、計量 

（２） 造形の特色、彩色、剥落、傷、銘記

などを記録し調書を作成 

（３） 正面・左右斜側面・左右側面・裏面・

俯瞰の撮影（有機ＥＬ照明を使用） 

（４） 彩色の部分拡大撮影 

（５） 東京国立博物館収蔵作品については

順次Ｘ線ＣＴ調査 

（６） 調書と写真を整理し、作品を比較、

分析する。 

（７） 文献資料の収集 

（８） 写真の収集。調査が困難あるいは現

在所在不明の作品などは写真が貴重

な資料となる。 
 
４．研究成果 

（１）能狂言面に用いられた樹種については 

ヒノキが圧倒的に多いが、室町時代までに作

られた古面は、クスノキ、キリなども少なく

ない。そして古面には木心を込めるもの、節

のあるもの、木裏（樹皮側を木表、木心側を

木裏と言い、木表に彫刻するのが普通）に彫

刻するものも見られる。 

挿図①は、「能面 大天神」（東京国立博物

館所蔵 C-1534）の X 線 CT 撮影による上下

方向の断面画像である。木心を込めた材から

作ったことがわかる。挿図②は前後方向の断

面。額に節のあることがわかった。木心、節

の周囲は堅く、工作には不向きである。わざ

わざそのような木を用いた理由は不明だが、

神聖な木だった可能性がある。この面は室町

時代・15 世紀の作と見られる。木心を込める

例として梅若家所蔵の山姥（重要文化財）が

あり、節のある作例として宝生家の増女（重

要文化財）がある。 

 
挿図① 



 

挿図② 

（２）能面には名物面として尊重されたもの

を忠実に写すことが頻繁に行なわれた。その

際、名物面の彩色の剥落や損傷、面裏の刳り

などまで写す場合もある。その比較によって

写しの精密度がわかる。金春家伝来の「能面 

中将」は、鼻の頭の傷、面裏頂部の欠損の状

況から静岡・佐野美術館所蔵面を本面と推

定した。 

「能面 中将」は東京国立博物館、佐野美

術館、愛媛・東雲神社所蔵の面を調査して比

較した。鼻の頭の傷を詳細に見てみると佐野

美術館の面の傷は卵の殻が割れたような自

然なひび割れだが、東京国立博物館の面は直

線で構成され、針書きしたと見られる。東雲

神社の面は筆で描いている。 

 

（３）面裏には作者を示す焼印、花押、銘文

などが見られる面もあるが、これらも写すこ

とが多いため、作者（面打）を特定すること

はできない。しかし、写しでも作風、彩色仕

上げの手法、面裏の刳りなどに面打の個性が

現れる。今回の研究で面打を特定できる面を

複数見出した。 

桃山時代から江戸時代初期に活躍した是

閑の面には、その作であることを示す焼印

「天下一是閑」が押されていることが多いが、

それだけでは信用できない。面裏の鼻の下に

鑿跡を斜めに３本刻むのが是閑の知らせ鉋

（その面打固有の鑿跡）であるが、これも写

すことがあり、信用できない。面のくっきり

した表情と出来のすばらしさ、面裏の鑿跡が

目立たない点などの特色がそろえば、是閑の

真作と推定できる。 

 是閑と同じ大野出目家の系統で江戸時代

前期に活躍した洞白、洞水は硬質な彩色で、

面裏は鑿跡が目立ち、赤茶色を塗ることが多

い。 

（４）東京国立博物館所蔵の能面については

Ｘ線ＣＴ調査を実施した。金春家伝来の父尉

は、紐で繋がれた吊顎部分は材が異なること

がわかった。後補と見られる。同家伝来の顰

は口ひげ、顎ひげを植毛した孔が確認できた

（挿図③）。顰はひげを墨描し、植毛するも

のはないので、別の種類の面を改作したか、

顰が定型化する前の先行面の可能性が考え

られる。Ｘ線ＣＴ調査は、樹種、木取り、構

造等の情報が得られる点で貴重である。 
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